




P－14．安定ケイ素二価化学種による1,2-および1,4-脱水素芳香族化反応
（東北大院理）○小池太智、小齋智之、岩本武明

P－15．ホスフィノメチル基の置換したNHC-ニッケル錯体を用いたエチレン
と二酸化炭素からのアクリル酸塩の触媒的合成

（東工大理）◯岩井朝希、張錦良、高橋講平、岩澤伸治
P－16．ロジウム触媒的複素環交換反応を利用する非対称ビス複素環ウレ

アの合成
（東北大院薬、東北大院生命）◯有澤美枝子、水野太郎、
熊田佳菜子、一刀かおり、谷井沙織、古田未有、齋藤望

P－17．Pd触媒を用いたオルトアルキニルアニリンのC-Nとperi -C-H結合
切断を経るタンデム型環化反応

（東北大院理）○鈴木真、金鉄男、寺田眞浩
P－18．1,4-ナフトキノン誘導体に対するグアニジンーウレア官能基複合型触

媒を用いた不斉エポキシ化反応
（東農工大院工、立教大理）○折原辰弥、細谷圭介、山中正浩、
小田木陽、長澤和夫

P－19．フタロシアニン系色素を用いたActivatable 型近赤外光音響プロー
ブの開発

（東大院薬、理研）◯浅野規仁、鳥海尚之、池野喬之、
花岡健二郎、浦野泰照、村中厚哉、内山真伸

P－20．光による末端アルキンのマルチホウ素化反応の開発
（東大院薬、理研）◯行森大貴、永島佑貴、村中厚哉、王超、
内山真伸

P－21．ホスファチジルエタノールアミンと新規抗ピロリ菌化合物の相互作
用の検討

（横浜薬大薬）○竹澤元貴、鰐渕清史、下村裕史、高橋孝志、
庄司満

P－22．可視光レドックス触媒によるN-アシルイソキサゾリジン合成法の開
発

（東農工大院工）○石塚颯、安達栞菜、小田木陽、長澤和夫
P－24．生合成模倣フロー合成によるパルミチン酸およびqueen bee acid

の合成研究
（横浜薬大薬）○梅沢岬、酒井佑宜、吉田行美、庄司満、高橋孝志

P－25．α-アミノ酸N-ヒドロキシスクシンイミドエステルを利 用した
Friedel-Crafts反応

（北大院農）Zetryana Puteri Tachrim、黒川菜摘、所百合花、
◯橋本誠

P－26．マイクロフロー合成法による瞬間混合を駆使したβ-アミノ酸-N -カ
ルボン酸無水物の合成とその応用

（東工大化生研）◯杉澤直斗、小竹佑磨、中村浩之、布施新一郎
P－27．構造多様性を指向したケイ素原子含有天然物様ライブラリーの構築

（東北大院薬）○菅原章公、前野勝光、宮有希、大島吉輝、菊地晴久
P－28．ハイブリッド触媒系を用いたアリル位C（sp3）-H結合の活性化によ

るアルデヒドの直接的不斉アリル化反応の開発
（東大院薬、阪大高等共創研究院）三ッ沼治信、○田辺駿、布施拡、
大久保敬、金井求

P－29．植物ホルモン様天然物コロナチン立体異性体ライブラリーの構築
とその生物活性評価

（東北大院生命、東北大院理）◯渡部楽、加藤信樹、林謙吾、
戸澤聖、石丸泰寛、高岡洋輔、上田実

P－30．酸化セリウムと2-シアノピリジンから成る触媒系における有機化合
物修飾による触媒機能への影響

（東北大院工）○樋渡大樹、田村正純、中川善直、冨重圭一
P－31．アミドのC-N結合の選択的切断に有効な酸化セリウム担持ルテニ

ウム触媒の開発
（東北大院工）○弓削田康平、石川出、田村正純、中川善直、
冨重圭一

P－32．均一・不均一系ハイブリッド触媒を用いたアルカンの液相空気酸
化

（東北大院工、JSTさきがけ）○佐川英司、田村正純、中川善直、
冨重圭一

P－33．酸化セリウム担持イリジウム触媒とNOBINからなる触媒系を用い
たアセトフェノンの不斉水素化

（東北大院工）○林上奈央、田村正純、中川善直、冨重圭一
P－34．キラルブレンステッド酸触媒を用いたエナンチオ選択的プロパル

ギル位置換反応
（東北大院理）○高野恭平、太田祐介、菊池隼、寺田眞浩

P－35．不均一系Ru触媒による脂肪族炭素ー水素結合の位置選択的ホウ
素化

（北見工大）◯金田乃英瑠、前田優奈、村田美樹
P－36．不均一系Rh触媒によるスチレン誘導体の脱水素ホウ素化

（北見工大）○喜友名祐都、村田美樹
P－37．分子状酸素を用いた2-メトキシシクロヘキサノンの酸化的開裂に

よるアジピン酸合成
（東北大院工）○畠山康佑、中川善直、田村正純、冨重圭一

P－38．亜鉛単体によるTishchenko反応の開発と交差反応への応用
（学習院大理）◯南舘光、宮川雅道、秋山隆彦

P－39．キノイド型縮合複素環骨格の近赤外吸収半導体への展開
（東北大院理、理研CEMS）○矢野輝、川畑公輔、瀧宮和男

P－40．パラジウム触媒を用いるアリール-B（dan）のクロスカップリング
（東理大理）○山本健介、武藤雄一郎、斎藤慎一

P－41．トリアルキルシリルエチニル基をもつジナフトチエノチオフェン誘
導体の合成と物性

（東北大院理、理研CEMS）○臼井沙耶香、川畑公輔、瀧宮和男
P－42．新規オキサゾリジン型有機分子触媒の開発とその不斉マイケル付

加反応への応用
（室蘭工大院工、東北医薬大）○森拓哉、関千草、奥山祐子、
上井幸司、中野博人

P－43．ジケトピペラジンアルカロイド（－）-asteroxepinおよび
 （－）-emestrin Hの全合成

（東北大院薬）○坂田樹理、梅木奏利、徳山英利
P－44．1-（アダマンチルスルファニル）-2-（ブロモエチニル）ベンゼン類の

二級アミンとの反応
（東北大院理）○吉田周平、豊田耕三

P－45．不斉誘起型ラジカル転位環化反応を用いた（－）-Lepadiformine 
Aの全合成

（東北大院薬）◯下村誠志、佐藤学、坂田樹理、徳山英利
P－46．スルフィニル基を用いたアミノアルコールの保護とその一般性

（東北大院薬）○秋田一成、佐藤学、下村誠志、坂田樹理、
徳山英利

P－47．ニトロキシルラジカル/銅触媒的な化学選択的アルコール空気酸化
-HWE反応によるα,β-不飽和エステルの擬ワンポット合成

（東北大院薬）○笹野裕介、山一蒼仁、田中卓、叶直樹、
岩渕好治

P－48．3-ヒドロキシ-2-アルキルピロリジンの立体選択的合成法の開発と
生物活性化合物合成への応用

（東北大院薬）○栗山佑世、笹野裕介、星野吉彦、上杉惇一郎、
岩渕好治

P－49．1-ホスフィノ-4-シリルベンゼン誘導体を用いたホスファシラキノジメタ
ンの合成研究

（東北大院理）◯佐藤健裕、佐々木茂、岩本武明
P－50．ピラジンをコアに有するD-π-A分子の合成と物性

（岩手大理工）○村岡宏樹、岩淵直樹、小川智
P－51．WOx-Pd/TiO2触媒を用いた1,2-オクタンジオールからのn-オクチ

ルエーテル合成
（東北大院工）○早坂弘樹、中川善直、田村正純、冨重圭一

P－52．パラジウム/キラルアミン共触媒を用いたアルキン－エナール化合
物のエナンチオ選択的付加・環化反応の開発

（東北大院薬）○伊藤和也、塚本裕一、土井隆行
P－53．均一系不斉Rh触媒を用いた無溶媒系での不斉1,4付加反応

（岩手大理工）○郡宏翔、小綿凌、是永敏伸
P－54．結核菌アラビナン分解酵素群の機能解析へ向けたアラビナンフラ

グメントの合成研究
（理研）○石渡明弘、伊藤幸成

P－55．3-カルバモイル-2,4-ジニトロフェニルピリジニウムのDiels-Alder
反応に関する計算化学的考察

（慶大院薬）○中原正貴、花屋賢悟、須貝威、東林修平
P－56．［2+2+2］環化付加反応に基づくキャンディドゥシン類縁体の全合成

（秋田大院理）○佐藤大介、近藤良彦、秋葉宇一、藤原憲秀
P－57．有機触媒を用いた軸不斉ビフェニルの新規合成法

（東北大院理）◯滝川彬、越野晴太郎、石田圭一、林雄二郎
P－58．スマネニルアセンに関する研究

（阪大院工）◯中澤廣宣、應矢彰伸、燒山佑美、植竹裕太、
櫻井英博

P－59．キノリノラトロジウム触媒を用いた末端アルキンの脂肪族第一級アミ
ンによる逆マルコフニコフ型ヒドロアミノ化反応

（慶大理工）◯森本圭彦、河内卓彌、垣内史敏
P－60．チェーンウォーキングを経る末端アルケン選択的な長距離異性化反応

（慶大理工）◯菅野翔太、山﨑裕也、熊谷貴明、垣内史敏、
河内卓彌

P－61．フェノール類の汎用的O-ビニル化反応
（茨城大理）安部侑央、○前沢優人、佐藤格

P－62．Aflastatin Aの全合成
（早大先進理工）村越爽人、○細川誠二郎

P－63．ルーピリン類の合成研究
（慶大理工）○丁仁平、竹田一貴、桐生翔一朗、自閑哲彦、
松末慎太朗、高山朋子、前田千裕、犀川陽子、中田雅也

P－64．抗ウイルス性物質ツビンゲンシンＢの合成研究
（京大院薬）瀧川紘、○小川泰樹、西井新、山岡庸介、鈴木啓介、
高須清誠

P－65．ニトロ基を脱離基とした分子内C–H活性化によるジベンゾフラン
合成

（早大先進理工）○淺原光太郎、大北俊将、齊藤杏実、柏原美勇斗、
武藤慶、中尾佳亮、山口潤一郎

P－66．二次同位体効果による有機分子触媒反応機構の研究
（京大院工）○梅村友美、松原誠二郎
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共　催　日本化学会、日本薬学会、東北大学、東北大学大学院農学研究科
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第115回有機合成シンポジウム

下記①または②でお申し込み下さい。②の場合、事務手続き（登
録受付、予稿集送付など）が遅れる可能性がありますので、な
るべく①でお願いいたします。
① インターネットホームページ
　 https://www.ssocj.jp/より
② 下記申込書に必要事項をご記入の上、郵便またはFaxにて
　 〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-5
　 公益社団法人有機合成化学協会「シンポジウム係」
　 Tel 03-3292-7621　Fax 03-3292-7622
また、①②とも、お申し込みと同時に参加費の送金をお願いし
ます。送金方法は、郵便振替（00100-1-157690）または銀行振
込［みずほ銀行神田支店（普通）1620638、名義：公益社団法
人有機合成化学協会］のいずれかをご利用下さい。

参加登録予約申込締切

ミキサー

参加登録予約申込締切

ミキサー

参加登録予約申込方法参加登録予約申込方法
†予約申込の方には予稿集を事前に連絡先宛に発送します
*1　66歳以上の有機合成化学協会・個人会員の方が対象です｡
*2　会員、会員外を問いません。ただし研究生､研究員は学生会費の適用

は受けられません。
発表者の学生会員は「予稿集付」参加費での登録となります。

※予稿集は余裕をもって準備しますが、残部がなくなり次第、受付終了
となります。

※予稿集発送後にキャンセルを申し出られても理由の如何を問わず参加
費返金ができませんのでご注意下さい。

※予稿集のみご希望の方は、（残部が出た場合につき）シンポジウム終
了後に4,000円で頒布いたします。

［注意］「予約申込」締切の翌日からすべて「当日申込」の金額になりま
すのでご注意下さい｡

    　　 当日申込

 一般（主催・共催会員） 10,000円 12,000円

 主催シニア会員＊1 6,000円 8,000円

 一般（会員外） 15,000円 16,000円

 学生＊2 　　予稿集付→ 5,000円 5,000円

 　　　　　予稿集なし→ 2,000円 2,000円

 ミキサー ： （一般） 2，000円 ／ （学生） 1，000円

参加登録費（消費税含）：

5月9日（木）

第１日目の発表終了後　同会場内大学生協「みどり食堂」で開催予定
開催：  参加費（一般）2,000円 ／（学生）1,000円

キ　リ　ト　リ　線

第115回有機合成シンポジウム参加申込書

氏 名 受付番号

職 名

会 員 資 格

勤 務 先 名
ま た は 学 校 名

同 所 在 地

連 絡 先

受 講 料 送 金 方 法

備 考ミ キ サ ー
いずれかに ○ 印

請 求 書・領 収 書
の 発 行

※該当箇所に□を入れて下さい

□有機合成化学協会　会員NO. □日本化学会
□日本薬学会
□日本農芸化学会

□会員外
□会員外学生

□予稿集なし

（2019.6.3～4）

□個人会員　□法人会員　□学生会員　□シニア会員

〒

〒

e-mail:
　FAX
※印をいれてください→自宅（　   ）　勤務先（　   ）

☎

円 銀　行・郵便振替・その他

参　加　　　　不参加
（一般 : 2，000円 ／ 学生 : 1，000円）

請求書発行
　　　　　　 希望（　　）　不要（　　）

領収書発行
　　　　　　 希望（　　）　不要（　　）

※入金確認後の
　発行となります

※5月9日迄に予約された方には予稿集を連絡先宛に事前に郵送します。（おひとりにつき本申込書1枚ご作成してください）
※学生の方は必ず所属研究室名までご記入下さい。（予稿集等、郵便物をお届けすることができないので）

予約申込†
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